
IndoorEnvironment,Vol.24,No.1,p.37,2021

室内環境［2021］

室内環境学
関連情報

このたび，室内環境学会2020年東北大会で発表いたしました“ヒト皮膚表面から放散される微量生体ガスに

及ぼすラクチュロース摂取の影響(2)”にて大会長優秀学生賞を賜りましたこと，誠に光栄に存じます。

近年の機器分析法の発展に伴い，ヒト体表面から発せられる微量生体ガス（皮膚ガス）の存在が明らかにな

りつつあり，ヒトの身体的・生理的状態や種々の疾病との関連に注目が集まっています。一方，難消化性のラ

クチュロースは大腸に直接届き，ビフィズス菌増殖因子として働きます。昨年度報告させて頂きましたように，

ビフィズス菌が腸内で産生する乳酸や短鎖脂肪酸の作用などにより，皮膚からのアンモニア放散産量が低減す

ることがわかりました。しかしながら，アンモニア以外の皮膚ガスについては十分に検討されていません。こ

のような背景のもと，本研究では健常者を対象にラクチュロース摂取が皮膚からの揮発性有機化合物の放散量

に及ぼす影響について，パッシブ・フラックス・サンプラー－ガスクロマトグラフ/質量分析法を用いて検討

しました。その結果，ラクチュロース摂取によりアセトン/エタノール比が低減し，脂質代謝に比べ糖代謝が

促進される可能性が見出されました。一方，腸内では乳酸産生が促進されますが，乳酸を前駆物質とするアセ

トインやジアセチルの皮膚放散量の増加は認められませんでした。今後も引き続き，生体内での反応と皮膚ガ

スの関連について検討していきたいと考えております。

最後になりましたが，本研究の遂行に多くの助言を頂きました方々に心から感謝申し上げます。
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